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昨日
これまでの協力関係

「そういえば、地元に大学というものが
あったな」と住民に気づかれる段階

・公開講座の講師
・行政の各種委員会の委員
・地域共生センターを窓口とした様々な
地域貢献のとりくみ
・生涯現役社会づくり学会など健康と福祉
をめぐる地域課題への貢献
・宮野駅の交流ステーションの活用事例
・地域の国際化への対応



町屋を再生したサテライト研究室
（現在は有限会社ナルナセバ）

町屋再生・廃校利用は、「きわめて堅実な背景
をもつ取組」として文部科学省ＧＰにおいて評価



旧徳地町と県立大学との提携

大学とまち・むらが出会う
　地域住民とともに学生・教員が動きつつ
相互に人間的信頼関係を築くという経験

文科省の現代ＧＰ
の選定理由
のひとつ



近くに廃校があるなんてもったいない



大学から１４キロ。徳地キャンパス



地域のみなさんと自分史づくり講座
徳地キャンパス（キャリアアップ講座）



地域住民と高校生・大学生がわいわ
いがやがや。地域でのワークショップ



今日
文部科学省のGPと地域再生計画

「あってよかった」といわれる大学に
なりつつあるのでは。

ＧＰとは文部科学省がその取組を評価し、選定、支援
する「優れた教育への取組」 をいいます。公立大学法人・

山口県立大学は地方小規模大学のメリットを活かした、
地道で丁寧な組織的教育力が高く評価され、平成19年度
から３年間の現代ＧＰ（２課題）、特色ＧＰ、社会人の学び
直しＧＰ、平成19年度から４年間の学生支援ＧＰのすべて
に採択されています。

http://blog.ypu.jp/gp/



時代の変化＝大学法人化と市町合併

平成18年4月1日より、中国・四国地方の
公立大学で最初の
「公立大学法人山口県立大学」
として新たな門出

平成17年10月１日に、
山口市、小郡町、秋穂町、阿知須町、徳地町
の１市４町が合併し、
新「山口市」が誕生



地域貢献型大学をめざす



基本は「地域が学校・地元が先生」



地域共生授業で地域も学生も元気に



１．あったか村　ヤギにキスされる



朝
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２．三谷谷



山本さん宅３．串　ホームステイでお茶を手作り



４．観光協会　　山の行者さんになりました



５．マロニエの森の会　竹林の手入れに挑戦



６．　えこチャリ　もったいない精神で

こ
れ
は
、
後
期
も
や

っ
て
ま
す
！
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写真は朝日新聞より



207 河村邸に どう地域のみなさん
　

な
か
な
か

こ
な
い

お
客
さ
ん



8．もりさま祭みこしの担ぎ手たち



9．　町じゅう丸ごと博物館！アートふる
山口に来て見て下さい(10月6，7日)
高
校
生
も
加
わ
っ
て
準
備
中



明日
地域が県立大学をフルに活用

各学部学科の能力を生かした協力

県内大学のコンソーシアムなど

地域にとって「なくてはならない存在」
といわれる県立大学をめざす。



新生山口県立大学が目指すもの

「育てる」
　　　＜教育を重視する大学＞
「ささえる」
　　　＜学生を大切にする大学＞
「究める」
　　　＜地域に密着した研究を推進する大学＞
「ともに学ぶ」
　　　＜地域に開かれた大学＞
「結ぶ」
　　　＜地域と世界をつなぐ大学＞

http://www.yamaguchi-pu.ac.jp/index.php?M_ID=2



山口市総合計画（2007年10月）

http://www.city.yamaguchi.lg.jp/



山口市「地域再生計画」（2007年11月）
の掲げる数値目標

県立大現代ＧＰとの連携で実施

卒業後も地域に係わり続ける人材を10
人以上とする。

地域づくり達人塾の参加者を80人程度
とする。



地域にねざし地域を愛し地域を変える



住んでみたくなる山口市に



あとはお二人のリーダーに
語っていただきます。

プレゼンテーション作成と写真撮影

現代ＧＰ（地域の活性化・地元型）

担当教員　安渓遊地


